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　テフ（Eragrostis tef）は，世界で唯一，エチオピ
アという国で重要な作物である。その生産量は，他
の穀物の生産量を上回っている。エチオピアの農家
は毎年，約 140 万ヘクタールのテフを栽培する。一
般名は，英語で「teff」または「t'ef」と表記される
ことが多い。テフは，シンプルでわかりやすく，将
来的にこの作物が世界的に拡大し，受け入れられる
ようにするためのマーケティングに適した名前であ
ると思われる。穀物生産量全体の約 4 分の 1 に当た
る 0.9 百万トンを生産している。1980 年代半ばの
統計によると，テフはエチオピアの穀物の 23 パー
セントを生産していた。その他はモロコシ（26%），
トウモロコシ（21.7%），大麦（17%），小麦（12.4%）
である。
　この穀物は特に西部の州で人気があり，人々は他
の穀物よりもテフを好み，毎日 1，2 回（時には 3 回）
食べている。この地域では，テフは一般的な食事の
タンパク質の約 3 分の 2 を占めている。
　テフのほとんどは，インジェラという，平らでス
ポンジのような，少し酸味のあるパンに加工され
る。人々はその一部をちぎって，主食となるスパイ
シーなシチューをすくうために使う。中流階級や上
流階級の人々にとっては好ましい主食であり，貧し
い人々にとっては一般的に買えない贅沢品である。
　本書で紹介する多くの植物とは異なり，テフは決
して衰退しているわけではない。実際，農家はここ
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数年，着実に栽培面積を増やしている。1960 年に
はエチオピアの穀物栽培面積の 40% 未満だったも
のが，1980 年には 50% 以上にまで増加している。
　エチオピアではテフが圧倒的に重要であるため，
他の地域でテフが栽培されていないのは不思議なこ
とである。確かにテフは多くの国で栽培が可能であ
る。例えば，イエメン，ケニア（マルサビット近郊），
マラウイ，インドなどでは，古くから食用として生
産されているものがある。また，南アフリカやオー
ストラリアでは，放牧動物の飼料として広く栽培さ
れている。しかし今，テフの穀物としての利用は，
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エチオピアの枠を超えつつある。アメリカでも南ア
フリカでも商業生産が始まり，国際的なマーケット
が開かれつつある。というのも，最近，エチオピア
のレストランが，欧米で人気を博している。テルア
ビブはもちろん，ワシントン，ニューヨーク，シカ
ゴ，サンフランシスコ，ロンドン，ローマ，フラン
クフルトなど多くの都市で，インジェラや，インジェ
ラが育む和やかな共同食を利用したレストランが登
場している。そして，本物のインジェラを作ること
ができるのは，テフだけなのである。
　インジェラは他の穀物でも作れるが，テフで作る
と 3 日間スポンジのような柔らかい食感を保つが，
小麦，モロコシ，大麦で作ると 1 日で固まってしま
う。ソバが最も近い代替品と言えるだろう。
　テフに対する新しい評価は，研究分野にも及ん
でいる。最近，エチオピアや他のいくつかの国の
科学者が，テフという植物とその製品について真
剣に研究し始めている。これは良いことである。
テフには，これまで考えられてきた以上に大きな
可能性がある。質の高い食品を提供する。他の穀
物には不向きな条件下でも，テフはよく育つ。現
状でも，エチオピアの伝統的な農法で作られた小
麦とほぼ同じ収量が得られる。貧しい農家にとっ
ては貴重な存在であり，条件の変化に悩まされる
土地では特に有益である。しかし，テフには，種
子が小さいこと，労働力が必要なこと，開発が進
んでいないこと，文化的慣習が難しいことなどの
欠点もある。つまり，現段階では，育てやすくも，
扱いやすくもないのである。

今後の展望
　テフの将来，つまり世界の穀物の中でのテフの進
路と最終的な行き先は，今はまだ確信を持って描く
ことができない。しかし，テフの技術的な限界を克
服し，世界の穀物の中でテフがどのような道を歩む
のか，そして最終的にどのような道を歩むのかにつ
いて，今はまだ確信が持てない。しかし，テフの技
術的な限界を克服し，多くの国で特産作物になる可
能性があると楽観視する理由は十分にある。それは
すぐにでも実現する可能性がある。インジェラは，
パンケーキとパスタの中間的な食べ物であり，世界
的に有名になる可能性があるのだ。メキシコや中米
の丸い平たいパン「トルティーヤ」が，全米のスー
パーマーケットで売られるようになり，世界の他の
地域でも頻繁に見かけるようになったのだ。エチオ
ピアの市場でも，その穀物は他の穀物よりかなり高
い値段で取引されている。

図 2　エチオピア高地でのテフ生産。テフは，不安定
な気候の中で信頼できる穀物である。藁（左）は，穀
物（右の山）と同様に農家にとって重要である。（アフ
リカ国際家畜センター）

図 3　世界の主食の中で最も興味をそそられるパン，イ
ンジェラは，他のパンとは一線を画している。しっとり，
モチモチ，弾力があり，見た目も食感もユニークである。
1800 年代半ばにエチオピアを訪れたイギリスの紳士
は，インジェラを食べる経験を説明しようとした。「酸っ
ぱいスポンジを噛んでいると思えば，アビシニア（エ
チオピアの旧称）」で一番おいしいとされるパンがどう
いうものか，よくわかるだろう」と。しかし，最近の人々
はそれほど心を閉ざしてはいない。新しい味，新しい
食の感動を求めることが，豊かな国の食を切り開く力
になっているのである。インジェラは今，世界中で支
持されている。ヨーロッパ，北米，イスラエルの高級
レストランで提供され，熱狂的な歓迎を受けている。
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アフリカ
　エチオピアでは，様々な条件下で安定した収量を
確保できることに加え，保存性が高く，食べやすい
こと，そしてプレミアムな価格であることから，テ
フの魅力はますます高まっていくと思われる。エチ
オピアの公開市場では，その穀物は常に他の穀物よ
りかなり高い価格で取引されている。しかし，その
生産量を大幅に増やすには，労働力を削減する必要
がある。
　テフは，現在，食糧生産に問題を抱えているアフ
リカ諸国をはじめ，他の国々にも貢献できるかもし
れない。病気や害虫に強く，過激な土壌にも耐える
テフは，特に魅力的な植物である。テフの近縁種の
いくつかは，世界の乾燥地帯で貴重な飼料として利
用されており，愛の神エロス（Eros）と草（Grostis）
に由来する植物名にもあるように，通常「ラブ・グ
ラス」と呼ばれている。例えば，アフリカ南部原産
のウィーピング・ラブグラス（Eragrostis curvula）は，
アメリカ南西部で広く植栽されている。
　テフ自体も飼料として利用される可能性がある。
実際，アフリカ南部ではすでに広く利用されており，
約 100 年前のボーア戦争では馬や牛の飼料として使
われていた。テフ牧草の品質は高く，南アフリカの
農家は乳牛，羊，馬の飼料として他の牧草よりもテ
フ牧草を好んで使用している。さらに，この草は，
より永続的な地被類が定着するまでの間，むき出し
の土壌を保持し，侵食を阻止する「即効性」がある
と，南アフリカの人々を興奮させている。

湿度の高い地域
　将来性はおそらく低い。アフリカの湿潤地域で
は，試験が行われていない（少なくとも報告されて
いない）ため，テフの見通しは不明である。しかし，
この作物は比較的乾燥した環境のものであり，高温
で蒸し暑い環境ではほとんど可能性がないと思われ
る。確かに降雨量の多いエチオピアのイルバボール
州でも栽培されているが，そのほとんどは急斜面で，
すぐに流出水で流されてしまう。

乾燥地帯
　良い見込みがある。テフは，不安定な気候，特に
乾季の発生や長さが予測できないような気候に適し
た信頼性の高い穀物である。

アップランド地域
　見通しが良い。エチオピアのテフのほとんどは中
程度の標高で生産されているが，高台でも古くから
一般的であり，徐々に高い場所に導入されつつある。
エチオピアや他のアフリカの高地の農村経済への貢
献度は，将来的にかなり高くなると思われる。

その他の地域
　テフは，アフリカだけでなく，多くの国々で期
待されている。メキシコ，ボリビア，ペルー，エ
クアドル，インド，パキスタン，ネパール，オー
ストラリアなどがテフを導入する可能性がある。
さらに，この植物は成熟が早く，耐寒性があるため，
生育期間の短い高緯度地域で穀物栽培の新しい分
野を切り開くことができるかもしれない。例えば
カナダ，アラスカ，ロシアや中国北部など，世界
各地に広がっている。また，エチオピア人の人口
が増加しているイスラエルにとっても，テフは重
要な存在になるかもしれない。近年イスラエルは，
アメリカ，南アフリカ，エチオピアからテフを輸
入している。
　テフを米国でも有望な新穀と見る向きもある。
彼らはそれが栄養的に十分健康的食品であり，質
の高い食品である事を指摘している。「例えば，ワッ
フルやパンケーキがとてもおいしくできる」と，
ワシントン D.C. の植物学者フレッド・マイヤー氏
は指摘する。アイダホ州の企業がすでに商業規模
で生産し，全米の市場に供給している。テフはオ
クラホマ州の農場でも生産されており，機械で収
穫され，購入に熱心な食品会社との契約に基づい
て販売されている。こうした経験は，限定的では
あるが，おそらくアメリカの食品システムの一部
として残る大量生産の特殊穀物の基礎を築いてい
るのだろう。

用途
　テフの色は乳白色から黒に近い色まであるが，最
もポピュラーな色は白，赤，茶色である。一般に，
色が濃いほど風味が豊かである。味は淡白であるが，
白い種が最も高値で取引される。しかし，赤や茶色
の種子は，より丈夫で，より早く成熟し，より育て
やすい植物から採れる。また，テフの愛好家にとっ
ては，よりしっかりとした味わいが好まれる。
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テフには，小麦に含まれるグルテンが含まれていな
い。そのため，小麦のグルテンに重度のアレルギー
を持つアメリカ人がテフを購入することもあるそう
である。しかし，インジェラは，このグルテンを含
まないにもかかわらず，平らなパンと盛り上がった
パンの中間のようなふくらみをもっている。
　エチオピアでは，テフの粉はインジェラだけでは
ない。お粥（ムク）にしたり，ケーキや甘い乾パ
ン（キタ）にしたり，自家製飲料の材料にしたりす
る。米国では，スープ，シチュー，グレービー（肉
汁）の増粘剤として推奨されており，少なくともあ
る宣伝用パンフレットによれば，「テフのマイルド
でやや糖蜜のような甘さは，おかゆ，パンケーキ，
マフィンやビスケット，クッキー，ケーキ，炒め物，

キャセロール，スープ，シチュー，プリンに入れや
すい」という。最近の本，R. Wood 著「Whole Grain 

Gourmet」（William Morrow, 1991）には，多くのアッ
プスケールなテフ・レシピが掲載されている。
　飼料として，テフ植物は飼育コストが安く，生産
が早い。藁は柔らかく，乾燥が早い。栄養価が高
く，家畜の嗜好性が非常に高い。葉と茎の比率（平
均 73:27）が高く，その消化率（65%）は比較的高
く，タンパク質含有率（1.95−2%）は低いが，貴重
なものである。エチオピアの農家では，冬の終わり，
新鮮な草が手に入らないが耕作シーズンがやってく
る時期に，牛を強化するためにこの藁を利用してい
る。テフの飼料は，エチオピアの農業システム全体
にとって重要な要素であり，穀物だけを考える人は

図 4　テフの穀物には 9 〜 11％のタンパク質が含まれ
ており，これは通常のモロコシ，トウモロコシ，オー
ト麦よりもわずかに高い量であると報告されている。
しかし，米国で検査されたサンプルは，常に 14 〜 15 パー
セントと，さらに高いタンパク質レベルを示している。
消化率が高いのは，アルブミン，グルテリン，グロブ
リンという主要なタンパク質分画が最も消化しやすい
タイプであるためと考えられる。特にアルブミン画分
にはリジンが多く含まれている。小麦アレルギーのア
メリカ人の反応からすると，テフにはパンを膨らませ
るためのタンパク質であるグルテンは基本的に含まれ
ていない。しかし，インジェラに使用されるテフは，“ 膨
化 ” する。

図  5　ミネラルのレベルも良好である。平均的な灰分
含有量は 3％である。テフは，鉄，カルシウム，カリウ
ム，リンが豊富であると報告されている。鉄とカルシ
ウムの含有量（それぞれ 11-33mg と 100-150mg）は，
小麦，大麦，トウモロコシよりも高い。エチオピアでは，
貧血がないことがテフの消費量と相関しているようで，
鉄分が多く含まれているためと推測される。　しかし，
テフの中には，鉄分の含有量が異常なほど少ないサン
プルもある。鉄分の一部は，この小さな粒に付着して
いる塵や埃に由来しているのかもしれない。洗浄した
種子の鉄分は約 6mg で，報告されている数値よりはる
かに少ないが，それでも驚くべき量である。
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見落としがちな点である。テフは，小麦，大麦，ト
ウモロコシなどの主要な穀物と同等か，それ以上の
食品価値がある。しかしこれは，胚芽やふすまを含
む全粒粉の状態で食べるためと思われる。
　エチオピアでは，テフワラは壁やレンガ，粘土で
できた家庭用容器の結合材として好まれている。

栄養
　テフの種子は，一見小麦と同じような食品価値で
あるが，実はより栄養価が高い。その理由は，（1）
種子が非常に小さいため，ふすまや胚芽（栄養が集
中する外側の部分）の割合が多いこと，（2）種子が
非常に小さいため，テフはほとんどの場合，全粒粉
として生産されていること，の 2 つである。しかし，
精製された粉を作ることは可能である。適切な選別
により，ふすまや胚芽を取り除くことができる。
　穀物としては，テフはエネルギーが豊富である

（100gあたり353～367kcal）。脂肪分は平均で約2.6%

である。ほとんどのサンプルで，タンパク質含有量
は他の穀物と同等かそれ以上である。タンパク質含
有量は 8 ～ 15% で，平均 11% である。タンパク質は，
ほとんどのシリアルと同様に，リジンレベルによっ
て制限される。エチオピアでは，1 日 1 枚のインジェ
ラパンケーキで，他のタンパク源がなくても生命を
維持できる量のアミノ酸を摂取できると言われてお
り，健康維持のためには 2 枚で十分だと言われてい
る。実際，エチオピアの一般的な食品を調査した 2

人の栄養士は，次のようにコメントしている。「テ
フに含まれるメチオニンとシスチンの値の高さに注

目したい。テフとパルス（豆）を混ぜたタンパク質は，
リジンと含硫アミノ酸の両方に関して，ほぼ最適な
アミノ酸混合物を与えるだろう」。エチオピアでは，
インジェラの生地にフェヌグリーク（アビッシュ），
レンズ豆，エンドウ豆（アター），そら豆（バケラ）
を混ぜるのが一般的だが，これはこの栄養基準を満
たす行為といえる。
　ビタミンの含有量は穀物としては平均的である
が，インジェラの製造には短い発酵工程があり，酵
母がさらにビタミンを生成するのである。そのため，
穀物の価値が高まる。ミネラルの含有量も良好であ
る（平均灰分 3%）。特に鉄とカルシウムの含有量

（0.011 ～ 0.033%，0.1 ～ 0.15%）は注目に値する。
エチオピアでは，貧血がないこととテフを食べるこ
とが相関しているようだが，これはテフの鉄分が良
いからだと思われる。

農学
　エチオピアの農家では，テフを主食用と待機用に
分けて栽培している。主食用としては，他の穀物と
同じように植えるが，通常，播種は遅く，収穫は乾
季に入ってからになる。待機用としては，メインの
作物であるトウモロコシやモロコシ，あるいは小麦
がダメになるのを待つ。そして，災害時のバックアッ
プとして，成熟の早いテフを蒔くのである。他の穀
物が信頼性が高く，収穫量も多いにもかかわらず，
エチオピアの農家はテフを畑に 1，2 枚植えている。
高値で取引されるだけでなく，播種時期が遅いため，
両方の作物を栽培して収穫することができるのだ。
　イエメンでは，テフは怠け者の作物として知られ
ている。農民は鉄砲水で湿った土に種をまき，約
45 日後に戻って穀物を集めるだけである。どのよ
うに育てても，テフは一度植えればほとんど手入れ
を必要としない。生育が早いので雑草がほとんど生
えず，病気や害虫の被害も少なく，栄養を加えなく
てもよく育つと言われている。しかし，ほとんどの
場所で，テフは肥料に反応する。南アフリカでは，
1 ヘクタールあたり最大 80kg の窒素を添加すると，
飼料（もちろん種子）の収量が劇的に向上すること
が分かっている。しかし，現在の品種は種子よりも
藁を多く生育するため，農家は必ずしもこの特徴を
嫌ってはいない。

図 6　エチオピア料理で最も重要なパンであるイン
ジェラは，通常テフで作られている。厚いスポンジ状
のパンケーキで，他の食べ物を挟んだり巻いたりする
ことができる。厚さは数ミリだが，大きさは 1.5 メー
トルにもなる。（パノスの写真）
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収穫と取り扱い
　テフの脱穀は，標準的な方法と設備で十分可能で
ある。超早生種は 45-60 日，早生種は 60−120 日，
晩生種は 120-160 日で収穫可能である。収量は 1 ヘ
クタールあたり 300 ～ 3000kg，あるいはそれ以上
である。エチオピアの全国平均は 1 ヘクタールあた
り 910kg だが，優れた農法に注意深く従えば，1 ヘ
クタールあたり 2000 ～ 2200kg の収量は日常的に達
成可能であると考えられている。南アフリカの農場
でも 1 ヘクタールあたり 2,000kg の収量が達成され
ているが，暴風雨で畑が平らになってしまい，大き
な損失が出ることもある。
　この穀物は貯蔵が容易で，伝統的な倉庫で虫の害
を受けずに何年も生き延びることができる。飢饉に
対する貴重な防御策となる。

制限事項
　種が小さいので，これだけでも大変な作物である。
畑の準備も面倒で，整備するのが難しい。また，風
や雨で小さな苗が定着する前に埋もれてしまうこと
もある。そんな小さな種を手で脱穀し，風を通し，
粉砕するのはとても手間がかかる。また，隙間から
落ちてしまうこともあり，取り扱いや運搬も大変で
ある。

次のステップへ
　テフは，日常食，グルテンフリーの特産品，飼料，
砂防などの資源になりそうな勢いである。エチオピ
アの農家は，世界の国々に教えることがたくさんあ
る。問題は，今のところテフの良さに気づいている
人が少ないことだ。テフの現状，可能性，問題点，
必要性などについて，関心を呼び起こし，全体的な

認識を高めるための活動が必要である。例えば，会
議，単行本，ニュースレター，広報誌などである。
　テフの故郷の人々はテフについて誰よりも知って
いるが，少なくとも現時点では，エチオピアがこの
ような活動の先頭に立つことを期待するのは非現実
的である。国際的なグローバルな取り組みが必要で
ある。幸いにもテフは雑草ではないので，世界のさ
まざまな場所で，ほとんど危険を伴わずに試験を行
うことができる。多くの国が参加できるが，特にア
メリカ，南アフリカ，オーストラリアは，試験用の
品種を選定し，最終的に世界中で使用するための先
駆的な役割を果たすことができる。
　テフは，世界の穀物学者，農学者，食品化学者に
とっての挑戦でもある。テフは興味深い新種の穀物
であるが，現在ではほとんど知られていない。テフ
には多くの利点があると思われるが，実際にどのよ
うな限界と可能性があるのかは，まだ非常に不確か
である。

胚芽の収集と評価
　エチオピアの生殖質は，世界的に重要である可能
性がある。エチオピアはこの作物の原産地であり，
多様性の中心であるため，その多様性を維持するこ
とは，すべてのテフ改良の前提条件である。実際，
すでに数千のサンプルが収集されている。まだまだ
残っているはずだが，最も緊急な課題は，すでにあ
るテフ系統の特徴を明らかにすることだろう。

植物の育種
　つい最近まで，テフを掛け合わせるのは面倒な作
業だった。夜明け前の数分間という限られた時間で，
しかも熟練した技術者が必要だった。しかし，現在

　テフ開拓団
　これまでエチオピアは，小麦，トウモロコシ，モロコシへの投資に比べ，テフ研究への公式な取り組みが少なかっ
た。しかし，いくつかの組織は，この作物の普及に独自の努力を払っている。
　アレマヤ農業大学のデブレツァイト農業研究センターとアディスアベバ近郊のホレタ農業研究所は，いずれも
高収量株を生産している。これらの幾つかは，茎崩壊する程の重い粒である。現在，藁が短く硬い品種を開発し，
肥料や灌漑を多用しても倒れない高収量のテフを作るための研究が進められている。 メキシコで茎の短い品種が
育成されるまで，初期の高収量小麦にはこの問題があった。この組み合わせが緑の革命の品種につながり，20 年間，
アジアで飢餓に苦しんでいた数百万人を養ってきた。
　Debre Zeit の農業研究所はまたテフの研究をし，有望な成果を上げている。DZ 01-946 という品種を開発し，1
ヘクタールあたり 1.78 トンの収量をあげている。
　また，国際的な関心も高まっている。イギリスでは，ロンドン大学のワイ・カレッジが系統育種を行っている。
イスラエルでは，ボルカニセンターがテフの研究試験を行っている。アメリカでは，アイダホ州コールドウェル
のウェイン＆エリザベス・カールソンが，国内外の農家向けに品種や加工技術の開発を進めている。
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では，このプロセスを非常に簡単で日常的なものに
する技術が開発されている。
　植物育種によるテフ改良プログラムは，複数の親
の望ましい性質を計画的に組み合わせることで，大
きな進歩をもたらす可能性がある。特に「ムニテ」
と呼ばれる品種は，40cm と非常に短く，早熟で，
収穫指数も高いので，この点で価値があると思われ
る。エチオピアで作られたある品種は，1 ヘクター
ルあたり 3,560kg の収穫量を記録している。
　その他，特に大規模な商業生産に向けた作物の改
良目標として，粒の大きさ，種子の飛散の少なさ，
種子の速やかな乾燥が挙げられる。現在よりも乾燥
した種子を収穫できるようになれば，収穫ロスが減

り，世界中の農家にテフが受け入れられる可能性が
高くなる。

農学
　エチオピアでは，すでに知られている技術，すな
わち入念な土地の準備と，厳選した種子の使用，施
肥，最適な時期の播種と除草，病気や害虫の防除な
ど応用することによって，大幅な収量の向上を実現
することができる。ある。また，機械化によって収
量を増やすことも可能である。播種方法には特に注
意が必要である。

観賞用植物
　今，ヨーロッパ，アメリカ，そして日本で，観賞
用草花への関心が爆発的に高まっている。テフは，
直立したコンパクトな樹形，鮮やかな色の葉（多く
の色の組み合わせが可能），羽毛のような花柄が特
徴的な植物で魅力的である。選抜された系統を開発
することで，観賞用として小規模ながら収益性の高
い市場ニッチを創出することができるかもしれな
い。この可能性は，すでに米国で検討されている。

飼料
　南アフリカでは，乾草生産用に様々な生産性の高
い品種が選抜されている。これらは他の地域でも活
用されるに値する。また，多くの品種に適応した新
しいタイプが豊富に存在する可能性があり，エチオ
ピアの広範な胚芽から，さまざまな条件下での栽培
を可能にする。

侵食防止
　一時的なグランドカバーとして，雑草のない一
年草の需要が世界的に高まりそうである。南アフ
リカでは，テフを「ナースクロップ（保護作物）」
として利用し，地面を素早く覆い，一緒に播いた
多年草の定着を促している。これは他の地域でも
試してみるべきであろう。南アフリカでは，道路
の切り通し，露天掘りの鉱山跡地，川岸など，浸
食されやすい場所を保護するために，すでに混合
して使用されている。近縁種の Eragrostis curvula

と一緒に播種されることが多い。この多年草は，
南アフリカでは，土地の保護や埋め立ての目的で，
信じられないほど多くの種類が開発されている。
有毒で乾燥し，劣化し，肥沃でないスラグヒープ

図 7　ウェインとエリザベス・カールソンは，食用とし
てテフを栽培し始めた数少ない非エチオピア人の一人
である。アイダホ州コールドウェル近郊の彼らの農場
では，この作物が盛んに栽培されている。アイダホ州
とオレゴン州の州境にある過酷で乾燥した谷間で，彼
らの畑はエチオピアの好物である穀物を生産している。
ウェインがテフを知ったのは，エチオピアで生物学者
として働いていたときだった。帰国後，テフを植えて
みた。5 年後には，裏庭で数種類を育てていたのが，
200 エーカーの土地で 4 つの系統を収穫し，毎年数千
キロのテフの種子を脱穀，製粉，包装するまでに成長
した。カールソン夫妻のテフ粉は現在，全国の自然食
品市場に出回っているほか，大都市にはエチオピア料
理店が数多く誕生し，アメリカ人や 5 万人といわれる
エチオピア人移民・留学生に愛されている。彼らの長
期的な目標は，テフをアメリカの穀物栽培の新たな選
択肢にすることである。テフの故郷も見過ごせない。
カールソン夫妻は毎年，育成した穀物の一部をエチオ
ピアに戻し，試験や農民のために使っている。昨年は，
エチオピアで植えるために 16,000kg の種子を支援団体
に寄贈したそうである。ウェイン・カールソンは，欧
米諸国はテフにもっと目を向けるべきだと言う。何世
紀にもわたって，この植物の適応性と栄養価は，エチ
オピアの高地住民たちが厳しい環境の中で自立を維持
するのに役立ってきた，と彼は指摘する。
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　　死者を蘇らせる ......................。水を加えるだけで
　多くの草花の種子は完全な脱水状態でも生き延びることができるが，その他の植物の部分はすべて乾燥すると
死んでしまう。しかし，ある種の植物は，乾燥から回復する奇跡的な能力をもっている。水を与えると，数時間
後には葉や茎，時には花までもがよみがえる。茶色く変色し，修復不可能と思われた組織が健康的な緑色を取り
戻し，再び活発に成長する。
　このように干ばつに強い植物が何種類あるかは不明だが，その数は少なく，少なくとも 4 種類はテフに似たア
フリカの草である。このことから，テフと交配させれば，穀物としての資質と究極の干ばつに耐える能力を併せ
持つ雑種が生まれるかもしれない。
　オーストラリアの植物生理学者ドン・ガフ（*）は，完全な乾燥状態から復活できる安全な作物という興味深い
可能性を研究している。今のところ，彼の最大の問題は（このような遠大な研究のための資金を得ること以外に），
テフを「復活の親類」と交配させることである。種間の繁殖力の壁は高く，自然な受粉ができないため，ガフ氏は「体
細胞交配」と呼ばれる方法を採用した。電気パルスを使って，葉の細胞をあたかも通常の花粉と卵細胞のように
融合させるのだ。そのためには，まず細胞からセルロースの壁を剥がす必要がある。その結果，融合した細胞は，
組織培養の技術によって，植物全体に再生することができる。
　この難題はまだ始まったばかりだが，ガフはすでに 4 個のテフのパートナーを見つけている。それは以下の通
りである。
　エラグロスチス・パラドクサ（Eragrostis paradoxa）。ジンバブエで採取された希少種で，非常に細かい葉を持
つこの比較的低成長の草は，驚くべき回復力を持ち，わずか 1cm の深さの土壌でも生育してきた。
Eragrostis hispida. この種もジンバブエ産で，背が高く，毛に覆われた広い葉を持つ。
Eragrostis nindensis. ナミビアなどアフリカ南部の乾燥地帯に広く分布し，生育が旺盛で，地元では羊の飼料とし
て重宝されている野生テフ。
　Eragrostis invalida. シエラレオネのニジェール川源流に近いティンギ山脈で採取された多年草で，ガフのサンプ
ル。4 種の中で最も背が高いが，それでも高さは 60cm ほど。短い根茎で塊が広がっていく。
 
* Don F. Gaff, Department of Ecology and Environmental Biology, Monash University, Wellington Road, Clayton, 
Victoria 3168, Australia.

　テフ・イン・トランスヴァール
1886 年，イギリスのキュー王立植物園はアビシニアからテフの種子を入手し，インドや植民地のさまざまな植物
園やその他の施設に配布した。1887 年に発行された『Bulletin of Miscellaneous Information』では，「インドのあ
る丘陵地，植民地帝国の高地，そしてトウモロコシや小麦がうまく栽培できないすべての場所に，この作物を導
入する」ことを提唱している。
　これをきっかけに，アフリカ，アジア，オーストラリアの各地でテフが試験栽培されるようになった。その結果，
この植物の性能に関する多くの報告が寄せられた。
　最も効果的だったのは，当時まだイギリスの直轄地ではなかったトランスバールへの導入だろう。播種から 7，
8 週間で成熟し，種子が成長する前に刈り取れば，同じ株から干し草に最適な作物で，灌漑していない土地では，
夏の間に 2 回連続して刈り取ることができる。2 回目の収穫が同一の株から可能である。干し草に最適な作物で，
灌漑していない土地では，夏の間に 2 回連続して刈り取ることができる。播種量は多く，小さな畑から 1 エーカー
あたり 4 分の 3 トン（1.875 トン / ヘクタール）の種子を得ることができた。苗は夏の猛暑でも焼けにくい。藁
は柔らかくて薄いので，乾燥と硬化が非常に早い」。
　しかし，良い結果とは裏腹に，テフの普及は偶然の産物でしかなかった。新しい農作物にありがちなことだが，
売り出した当初はあまり売れなかった。ある農家が，必要以上にテフを栽培していたため，ヨハネスブルグの市
場に余ったテフを送ったところ，売れ行きが悪く，買い手がつかなかったという話がある。しかし，買い手の誰
もがテフを知らなかったため，売れ行きは芳しくなく，最終的には家畜の寝床に使われることになった。一般的
な敷料（スゲや Arundinella eckloni を刈り取ったもの）よりも柔らかいので，買い手は厩舎のために 1 区画を選んだ。
噂によると，その厩舎のオーナーは，動物たちが飼料よりも寝具用を優先しているのを発見した。その結果，オー
ナー達はコンデションを整え始めた。オーナーは市場に出ているテフをすべて買い占め，さらに追加を要求した。
そして，テフを買い占め，さらに呼びかけた。テフは受け入れられ，20 世紀初頭のトランスバールにとって重要
な寝床用飼料となった。（例えば，ボーア戦争では，おそらく両陣営の馬の寝具用飼料になった）。
 1913 年の Kew Bulletin に Joseph Burtt Davy が「テフはトランスバールの多くの小規模農家を貧困から救い，ウィッ
トウォータースランドの酪農業を立ち直らせるのに大きく貢献した」と書いている。農務省の植物学部門が他に
何もしなければ，テフを農作物として導入・定着させることで，部門が存在した 10 年間の全費用を南アフリカに
支払う以上の効果があっただろう」という意見が農民から出されているのである。
　トランスバール地方や南アフリカの他の地域では，テフはその親戚であるウィーピング・ラブグラス（Eragrostis 
curvula）と一緒に播かれることが多い。この多年草は，南アフリカでは，土地の保護や埋め立ての目的で，信じ
られないほど多くの種類が開発されている。有毒で乾燥し，劣化し，肥沃でないスラグヒープなど，これまで何
も育たなかった場所で，優れた侵食防止効果を発揮している。砂防植物としては，多年草であり，季節が変わっ
ても地表を覆う力があることから，テフよりもウィーピングラブグラスの方が優れている。しかし，テフは長時
間は苦手でも，短時間は得意なのである。そのため，テフを使うことで，足の遅いいとこが足元を固めている間に，
素早く敷地を覆うことができるのである。
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など，以前は何も育たなかった場所に，優れた侵
食防止効果を発揮している。

ブラックコットンの土壌
　テフは，エチオピア高地のバーティゾル（黒綿）
土壌で発展してきたもので，そこは頻繁に水浸しに
なる。他の穀類はほとんど栽培できない。実際，テ
フは米以外のどの穀物よりも湿潤な条件に耐えるこ
とができる。テフは，部分的に湛水した区画や酸性
土壌でも生育することができる。
　バーティソルは，熱帯地方の多くの地域で問題に
なっている。そこでは粘度はわれ，常に持ち上げら
れ，たわみ , 落ち込む。このような土壌は，生育期
の初期に湛水して嫌気状態になり，その後，ひび割
れや乾燥によって，せっかく生き残った植物の根が
切れてしまう。また，雨が降るとベトベトになり，
機械や人が移動することができなくなる。このよう
な「不可能」な土壌が広大な面積で存在する。この
ような土壌の酷使に耐えられる作物植物はほとんど
ない。テフは，このような土地にとって救世主とな
るかもしれない。特にインドには，このような不可
能な土壌が広大にある。

種情報
植物名
Eragrostis tef (Zucc.) Trotter

同義語
Poaabyssinica Jacq.; Eragrostis abyssinica (Jacq.) Link

一般的な名称
アフリカーンス語：テフ，ゲウォネ・ブルイン・テ
フ（オウ・ブルイン）
アラビア語：tahf

英語：テフ，テフ，ウイリアムズ・ラブグラス
エチオピア語：タフィ（オロモ / アファール / ソド），
タフェ・エ（ハド）；タフ，テフ，タフ（アマリニア語，
ティグリンヤ語）。
フランス語：milé thiopien

マラウイ語：チマンガ，ンドズングラ（Ch），チド
ザンジャラ（Lo）

説明
テフは高さ 30 ～ 120cm の房状の一年草で，稈は細
く，葉は細長く滑らかである。根は浅い。花序は，

緩いまたはコンパクトな羽状花序である。粒径は
1 ～ 1.5mm と極めて小さく，1g 中に 2,500 ～ 3,000

個の種子がある。
　C4 光合成経路を採用し，光を効率的に利用する
一方，水分の要求量は少ない。染色体数は 2n=40 で，
4 倍体である。

分布
　テフは有史以前からエチオピアで栽培されてお
り，その家畜化や初期の利用は古代に失われてい
る。テフの祖先は Eragrostis pilosa という野生種に
非常によく似ており，染色体数も同じである。エ
ジプトのファラオの墓からは，テフとされるサン
プルが発見されている。野生のテフは今でも収穫
され，他の野生の穀物と混ぜて，かなりの規模で
食べられている。

栽培されている品種
　テフにはさまざまな種類がある。例えば，細いパ
ニック状の「ムリ」（ネズミの尻尾）タイプや，矮
性で半立体，短命の「ダビ」タイプなどである。い
ずれも，一般的に栽培されている背の高い緩いパ
ニックの品種とは印象が異なる。
　前述のように，エチオピアでは主に 3 つのカラー
タイプが認められている。
・ホワイトテフ（Thaf hagaiz）。冷涼な季節に栽培さ
れ，成熟が遅い。穀物として優れている。しかし，
土壌への要求が高く，標高 2,500m 以下でしか栽培
できない。南アフリカでは輸出用穀物として開発さ
れている。
・レッドテフ，ブラウンテフ。早熟で，飼料用とし
て優れている。エチオピアでは通常，標高 2,500m

以上で栽培されている。南アフリカではこの品種が
飼料作物として利用されているので，標高は関係な
いようである。

環境条件
デイレングス（日長）
　正確な要件は不明である。南アフリカでは，南
緯 22 度から 35 度（平均日長，12 時間）の間で自
由に種を蒔くことができる。エチオピアでは，北
緯 5 度から北緯 10 度（日長，11 ～ 13 時間）の間
にある。
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雨量
　テフ栽培地の平均年間降水量は 1,000mm だが，
その範囲は 300mm から 2,500mm である。テフは中
程度の乾燥に耐えるが，ほとんどの品種は生育初期
に少なくとも 3 回の良好な雨を必要とし，合計 200

～ 300mm の水を必要とする。生育の早い品種では，
通常の生育期が終わった時点で，土壌に残っている
水から 150mm を得ることができるものもある。南
アフリカのテフのほとんどは，夏の降雨量が 500 ～
800mm の地帯に植えられている。

標高
　テフは海面近くから標高 3,000m 以上まで栽培可
能で，モロコシやトウモロコシには寒すぎる地域
で特に重宝されている。例えばレソトでは，標高
2,000m，気温が -15°C まで下がる場所で発生する。
エチオピアの他のどの穀物よりも標高範囲が広いの
が特徴である。エチオピアでは他の穀物よりも標高
の幅が広い。

低温
　テフにはある程度の耐霜性があるが，長期の凍結
には耐えられない。

高温
テフは，（低地では）35°C をはるかに超える気温に
耐える。例えば，オガデンのワディ・シェベレ川沿
いのゴデでは，気温が 50°C にもなるため，灌漑で
栽培されている。

土壌の種類
　テフの土質に対する耐性は非常に広いようだ。前
述のように，作物や農家にとって敵対的であること
で有名な黒綿の土壌でも良好な結果を示している。
実際，南アフリカでは，このような土壌でテフがす
でに非常に人気がある。しかし，農家は通常の 2 倍
の播種量を使用する。酸性土壌 pH5 以下でもテフ
には問題ない。
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